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◇第 59回女性部定期大会
日時　10月20日（火）開会10時
会場　県民文化センター分館８号集会室

◇第59回青年部定期大会
日時　10月21日（水）開会10時
会場　県民文化センター分館10号集会室

第 108 回
県本部定期大会

賃
金
�
労
働
条
件
�
組
織
�
向
上
�

の
べ
27
人
の
代
議
員
が
発
言

　

大
会
は
、
長
島
（
神
栖

市
職
）、
賀
波
澤
（
県
職
）

代
議
員
を
議
長
団
に
選
出

し
た
あ
と
、
執
行
部
を
代

表
し
て
黒
江
委
員
長
が
あ

い
さ
つ
し
、
２
０
１
５
賃

金
確
定
闘
争
の
取
り
組
み

強
化
や
戦
争
法
案
の
強
行

採
決
、
原
発
再
稼
働
を
強

行
す
る
安
倍
政
権
と
の
対

決
と
来
夏
の
参
院
選
「
え

さ
き
た
か
し
」
の
必
勝
を

訴
え
る
と
と
も
に
、
大
会

で
の
方
針
を
補
強
す
る
討

論
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
杣
谷
中
央

本
部
副
執
行
委
員
長
な
ど

各
来
賓
か
ら
激
励
と
連
帯
の

あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

　

議
事
に
移
り
、
一
般
経

過
、
政
治
活
動
、
決
算
、
監

査
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

質
疑
で
は
、「
市
長
選
の

勝
利
と
支
援
御
礼
」（
牛
久
・

菊
池
）、「
水
郡
ブ
ロ
ッ
ク
学

習
会
の
取
り
組
み
」（
大
子
・

石
井
）、「
中
央
図
書
館
以
外

の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
問

題
と
農
業
共
済
職
員
の
身
分

を
守
る
闘
い
」（
水
戸
・
海

野
）、「
確
定
闘
争
妥
結
結
果

の
丁
寧
な
表
記
と
号
俸
延
長

の
取
り
組
み
の
記
載
を
」（
日

立
・
鴨
志
田
）、「
中
途
採

用
者
の
賃
金
是
正
の
取
り
組

み
」（
日
立
・
冨
田
）、「
市

民
病
院
労
組
結
成
に
向
け
た

取
り
組
み
と
子
の
看
護
休
暇

議
選
の
勝
利
と
御
礼
、
非
正

規
職
員
の
組
織
化
」（
鹿
嶋
・

浦
田
）、「
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ

ハ
ラ
・
マ
タ
ハ
ラ
被
害
相
談

活
動
の
強
化
」（
水
戸
・
鈴
木
）

な
ど
に
つ
い
て
10
人
の
代
議

員
が
発
言
し
た
あ
と
、
執
行

部
が
答
弁
し
、
全
体
の
拍
手

で
経
過
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

次
に
、「
２
０
１
６
運
動

方
針
案
」、「
当
面
の
闘
争
方

針
案
」、「
一
般
会
計
・
特
別

会
計
予
算
案
」、「
組
織
強
化
・

拡
大
推
進
計
画
案
」、「
特
別

執
行
委
員
承
認
（
菅
谷
毅
鹿

嶋
市
議
会
議
員
）」
を
執
行

部
が
提
案
し
ま
し
た
。

　

質
疑
討
論
で
は
、
藤
田
衛

生
医
療
評
議
長（
県
職
連
合
）

鈴
木
代
議
員
青
年
部
長
・（
高

萩
）、
横
町
代
議
員
（
公
企

評
議
長
・
県
職
連
合
）、
藤

田
代
議
員
（
現
業
評
事
務
局

長
・
大
子
）
の
順
に
専
門

部
・
評
議
会
代
表
が
方
針
を

補
強
す
る
立
場
で
発
言
し
ま

し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
一
般
代
議
員

が
発
言
。「
精
神
科
救
急
に

伴
う
搬
送
体
制
の
整
備
・
強

化
と
、
措
置
入
院
を
求
め
る

べ
き
か
の
見
解
を
」（
ひ
た

ち
な
か
・
横
田
）、「
医
療
保

険
制
度
改
革
に
お
け
る
共
済

組
合
の
拠
出
金
負
担
増
と
年

金
一
元
化
問
題
、
共
済
保
養

所
施
設
の
利
用
促
進
を
」（
市

町
村
共
済
職
組
・
佐
藤
）、「
賃

金
確
定
闘
争
に
お
け
る
基

本
組
織
と
評
議
会
一
体
の
取

り
組
み
を
」（
大
子
・
国
谷
）

の
７
人
の
代
議
員
が
発
言
し

中
間
答
弁
の
あ
と
、
第
一
日

目
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
冒
頭
、
郡
司
彰

参
議
院
議
員
が
あ
い
さ
つ
に

駆
け
つ
け
国
会
状
況
な
ど
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
質
疑
討
論
に
入

り
、「
嘱
託
職
員
の
組
織
化

に
向
け
た
県
本
部
の
ビ
ジ
ョ

ン
は
」（
鹿
嶋
・
浦
田
）、「
現

業
活
性
化
で
揚
げ
パ
ン
を
作

り
、
常
総
市
に
も
提
供
。
市

の
労
働
安
全
委
員
会
で
安
全

委
員
の
国
家
資
格
を
２
名
取

得
さ
せ
、
活
動
を
強
化
し
て

い
る
。
試
し
出
勤
と
は
」（
取

手
・
篠
崎
）、「
高
萩
市
職
の

現
業
評
結
成
に
向
け
た
取
り

組
み
」（
日
立
・
平
賀
）、「
大

阪
市
の
分
限
処
分
問
題
、
人

事
評
価
制
度
の
情
報
提
供
、

規
約
13
条
の
説
明
を
、
高
萩

市
議
選
・
大
足
議
員
の
推
薦

御
礼
」（
高
萩
・
鈴
木
）、「
国

民
健
康
保
険
の
運
営
に
県
が

加
わ
り
労
働
条
件
悪
化
を
危

惧
、
県
職
連
合
と
の
意
見
交

換
を
。
非
正
規
職
員
が
増
え

組
織
化
を
進
め
て
い
る
」（
国

保
労
組
・
菊
池
）、「
育
児
休

業
取
得
者
の
賃
金
完
全
復
元

措
置
未
実
施
自
治
体
へ
の
指

導
強
化
を
、
マ
イ
カ
ー
共
済

の
制
度
改
正
と
団
体
割
引
に

つ
い
て
」（
那
珂
・
木
内
）、

「
人
事
評
価
制
度
の
一
時
金

反
映
は
や
む
を
得
な
い
が
昇

給
へ
の
反
映
は
生
涯
賃
金
に

影
響
す
る
の
で
反
映
さ
せ
な

い
方
針
化
を
」（
日
立
・
冨

田
）、「
再
任
用
と
定
年
延
長

問
題
に
つ
い
て
の
状
況
と
退

職
金
の
算
定
に
つ
い
て
」（
水

戸
・
海
野
）、「
人
事
評
価
制

度
で
賃
金
反
映
さ
れ
れ
ば
、

労
働
条
件
の
変
更
で
あ
り
労

使
交
渉
事
項
。
管
理
運
営
事

項
で
交
渉
し
な
い
と
さ
れ
れ

ば
問
題
。
丁
寧
な
指
導
を
。

官
民
格
差
を
現
行
給
与
に
反

映
さ
せ
る
取
り
組
み
の
指
導

を
」（
水
戸
・
鈴
木
）、「
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
は
コ
ア
タ

イ
ム
以
外
の
業
務
と
人
員
を

ど
う
す
る
か
が
課
題
だ
。
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど

を
示
し
具
体
的
な
方
針
を
」

（
ひ
た
ち
な
か
・
後
藤
）―

の
10
人
の
代
議
員
が
発
言
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
す
る
執
行
部
答

弁
の
あ
と
裁
決
に
移
り
、
す

べ
て
の
議
案
を
出
席
代
議
員

全
員
の
賛
成
で
可
決
・
決
定
。

最
後
に
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
三

唱
で
大
会
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

事故の教訓は
再稼働ＮＯ

　

９
月
26
日
、水
戸
市
で「
Ｊ

Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
16
周
年
集

会
」
が
開
か
れ
、
約
３
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
鈴
木
博
久
茨

城
平
和
擁
護
県
民
会
議
代
表

が
、「
事
故
の
責
任
を
取
ら

な
い
無
責
任
体
制
の
ま
ま
再

稼
働
を
進
め
て
い
る
。
東
海

第
２
も
再
稼
働
の
動
き
が
あ

る
が
断
じ
て
許
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
藤
本
泰
成
原
水

禁
事
務
局
長
が
、「
目
先
の

利
益
を
め
ざ
し
て
原
発
の

再
稼
働
を
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
人
間
の
尊
厳
を
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
否
定
し
て
い
る
」

と
安
倍
政
権
を
批
判
、「
命

が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
に
変

え
て
い
こ
う
」
と
訴
え
ま
し

た
。

　

村
上
達
也
前
東
海
村
長
か

ら
は
、「
Ｊ
Ｃ
Ｏ
事
故
の
原

因
や
監
督
責
任
な
ど
解
明
す

べ
き
点
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

が
蓋
を
し
た
。
だ
か
ら
、
Ｊ

　

次
に
、「
原
発
再
稼
働
に

抗
し
て
〜
運
動
を
地
域
か
ら

ど
う
根
付
か
せ
て
い
く
の

か
」
を
テ
ー
マ
に
蓮
井
誠
一

郎
茨
城
大
学
人
文
学
部
教
授

が
講
演
。
ま
た
、
双
葉
町
の

「
原
子
力
、
明
る
い
未
来
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
考
案
者
・
大
沼
勇

治
さ
ん
か
ら
「
福
島
か
ら
の

訴
え
」が
あ
り
、町
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
看
板
撤
去
反
対

の
取
り
組
み
な
ど
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
参
加
者
は
、
集

会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
た
あ

と
、
デ
モ
行
進
し
、
街
頭
の

市
民
に
訴
え
ま
し
た
。

Ｃ
Ｏ
事
故
か
ら
福
島
原
発

事
故
は
一
直
線
の
も
の
。

地
震
・
火
山
・
人
口
が
多

い
、
避
難
先
が
な
い
日
本

に
原
発
は
作
れ
な
い
」
と

指
摘
し
、「
再
稼
働
の
安

倍
政
権
と
真
っ
向
か
ら

勝
負
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

事故を風化させないと 300
人が水戸市内をデモ行進

ＪＣＯ臨界事故で集会

団結ガンバローで闘う決意を固めた
第 108 回定期大会

◆中山幸男茨城県教職員組合書記長
◆鈴木隆Ｕ Aゼンセン同盟茨城
　県支部長
◆大畠章宏衆議院議員　佐藤秘書
◆福島伸享衆議院議員　渡邉秘書

◆藤田幸久参議院議員　冨田秘書
◆二川英俊茨城県議会議員
◆今井路江北茨城市議会議員
◆大足光司高萩市議会議員
◆遠藤実那珂市議会議員
◆菅谷毅鹿嶋市議会議員
◆河野俊雄行方市議会議員
◆中條悟中央労働金庫水戸南支店長
◆相楽衛茨城平和擁護県民会議事
　務局長

時崎雄司自治労
茨城県自治体退
職者の会会長

郡司彰
参議院議員

東中健全労済茨
城県本部専務執
行委員

井坂章社民党県
連合副代表（ひ
たちなか市議会
議員）

佐藤光雄民主党
県連副幹事長
（茨城県議会議
員）

和田浩美連合茨
城会長

杣谷尚彦自治労
中央本部副中央
執行委員長

駆けつけていただいた来賓の皆様 　

県
本
部
は
10
月
２
日
〜
３
日
の
二
日
間
、
ひ
た
ち
な
か
市
那
珂
湊
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
第
１
０
８
回
定
期
大
会
を
開
き
、
代
議
員
・
傍
聴
者
が
二
日
間
で
延
べ
３
７
３

人
が
参
加
す
る
中
で
、
２
０
１
６
年
度
運
動
方
針
、
当
面
の
闘
争
方
針
を
決
定
、

２
０
１
５
賃
金
確
定
闘
争
、
現
業
・
公
企
統
一
闘
争
に
全
力
で
取
り
組
む
決
意
を
固
め

ま
し
た
。

と
産
前
産
後
休
暇
の
拡

大
」（
北
茨
城
・
市
毛
）、

「
労
働
安
全
衛
生
委
員
会

活
動
を
通
じ
た
職
場
環

境
改
善
」（
日
立
・
岡
部
）、

「
県
本
部
女
性
部
の
活

動
」（
鹿
嶋
・
大
島
）、「
市
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え
さ
き
た
か
し
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

ニュースワード

サ
イ
レ
ン
ト
デ
モ

メ
イ
ソ
ン
ジ
ャ
ー

無料法律相談、随時ＯＫ
　自治労茨城県本部では、無料法律相談を随時行っています。労働・
生活に関わる悩み事などお気軽にご相談ください。自治労茨城県本部
顧問弁護士が相談に応じます。
◆相談先　自治労茨城県本部顧問弁護士　丹 下　昌 子
　　　　　水戸市南町 3 丁目 4 番 57 号　水戸セントラルビル 3 階
　　　　　丹下・小沼法律事務所
　　　　　電話　029 － 224 － 5150　Fax　029 － 226 － 2191
　尚、法律相談は、依頼者（相談者）が丹下・小沼法律事務所に直接
電話し、相談日程等を決めて下さい。法律相談は、個別事案ごとに、
初回の法律相談を無料とし、２回目以降は所定の報酬および経費を依
頼者（相談者）が支払うことになります。

　

９
月
17
日
16
時
過
ぎ
で

す
。
解
任
動
議
が
否
決
さ

れ
、
任
を
解
か
れ
て
い
た
鴻

池
委
員
長
が
再
び
委
員
長
席

に
座
り
ま
す
。
す
る
と
「
議

事
を
再
開
し
ま
す
」
や
「
速

記
を
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
」

と
い
っ
た
議
事
再
開
の
定
例

を
省
き
、
い
き
な
り
法
案

採
決
に
は
い
る
旨
の
発
言
を

行
な
い
ま
し
た
。
詰
め
寄
る

民
主
党
の
理
事
。
そ
れ
を
見

た
自
民
党
理
事
が
合
図
を
出

す
。
す
る
と
用
意
周
到
に
準

備
し
淡
々
と
そ
の
時
を
待
っ

て
い
た
自
公
の
少
々
大
柄
な

議
員
た
ち
が
、
委
員
長
席
に

雪
崩
れ
込
む
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
驚
い
た
僕
ら
も
委
員

長
席
に
駆
け
込
み
、
委
員
長

包
囲
網
を
築
く
与
党
議
員
と

掴
み
合
い
の
肉
弾
戦
で
す
。

　

こ
ん
な
掴
み
合
い
は
久
し

ぶ
り
と
い
う
か
中
学
生
の
時

の
友
人
と
の
喧
嘩
以
来
で

す
。
背
広
が
敗
れ
た
人
も
い

ま
し
た
。
僕
も
い
つ
も
な

ら
総
理
大
臣
が
座
っ
て
い
る

席
の
肘
掛
け
部
分
に
足
を
か

け
（
そ
の
時
は
す
で
に
安
倍

総
理
は
少
し
離
れ
た
席
に
移

動
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

良
く
覚
え
て
い
な
い
。
と
に

か
く
総
理
の
席
と
官
房
長
官

席
は
空
い
て
い
た
）、
頭
上

の
委
員
長
席
に
い
る
佐
藤

議
員
（
あ
の
髭
の
自
民
党
議

員
）
に
掴
み
か
か
ろ
う
と
し

ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
、
な

ん
と
足
を
踏
み
外
し
大
き

く
転
倒
で
す
。
痛
い
ほ

ど
体
を
打
っ
た
は
ず
で
す

が
、
そ
ん
な
こ
と
は
感
じ

も
し
ま
せ
ん
。
ま
わ
り
に

い
た
面
々
は
（
総
理
も
含

め
）
唖
然
と
し
た
よ
う
で

す
が
、
す
ぐ
に
そ
こ
ら
に

あ
っ
た
誰
か
の
腕
を
掴
ん

で
起
き
上
が
り
、
佐
藤
議

員
に
し
が
み
つ
き
引
き
剥

が
そ
う
と
し
ま
し
た
。
反

対
に
僕
の
手
を
握
り
そ
れ

を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
顔

見
知
り
の
自
民
党
議
員
の

顔
が
横
に
あ
り
ま
す
。
情

け
な
い
で
す
が
強
行
採
決

の
瞬
間
の
こ
と
で
す
。

参議院特別委員会での強行採決時の混乱の場面

さ
よ
う
な
ら　
　

に
２
万
５
千
人

脱
原
発
・
戦
争
法
廃
案
め
ざ
し
集
会

原発
戦争

　

多
く
の
国
民
の
反
対
の
声

を
押
し
切
り
、
安
倍
政
権
は

８
月
11
日
に
鹿
児
島
・
川
内

原
発
の
再
稼
働
を
決
め
、
９

月
19
日
未
明
に
は
、
戦
争
法

案
を
強
行
採
決
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
国
民
世
論
を
無

視
す
る
安
倍
政
権
に
対
し

て
、
９
月
23
日
、「
さ
よ
な

ら
原
発
、
さ
よ
う
な
ら
戦
争

全
国
集
会
」
が
、東
京
・
代
々

木
公
園
で
開
か
れ
、
全
国
か

ら
約
２
万
５
千
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

集
会
に
は
、
呼
び
か

け
人
の
大
江
健
三
郎
さ

ん
や
澤
地
久
枝
さ
ん
、

鎌
田
慧
さ
ん
、
落
合
恵

子
さ
ん
な
ど
が
、
原
発

再
稼
働
を
急
ぎ
、
戦
争

法
案
を
強
行
採
決
し
た

安
倍
政
権
を
鋭
く
批

判
。
政
権
を
変
え
る
運

動
の
強
化
を
訴
え
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
、
福
島
や
鹿

児
島
か
ら
の
報
告
、
戦
争
法

案
に
反
対
し
た
シ
ー
ル
ズ
代

表
、
学
者
、
沖
縄
辺
野
古
新

基
地
建
設
反
対
運
動
な
ど
に

つ
い
て
発
言
が
相
次
ぎ
、
民

意
を
反
映
し
な
い
安
倍
政
権

へ
の
こ
れ
か
ら
の
闘
う
決
意

を
固
め
ま
し
た
。

　

集
会
後
、
参
加
者
は
２
コ

ー
ス
に
別
れ
て
デ
モ
行
進
。

自
治
労
な
ど
平
和
フ
ォ
ー
ラ

ム
な
ど
は
原
宿
を
通
り
明
治

公
園
ま
で
「
再
稼
働
反
対
」、

「
戦
争
法
廃
案
」、「
安
倍
政

権
は
辞
め
ろ
」
な
ど
の
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
街
頭
の
市

民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

9.23 さようなら原発・さようなら戦争大集会

　

ね
じ
ぶ
た
の
あ
る
保
存
用
ガ
ラ

ス
瓶
の
こ
と
で
す
。

　

19
世
紀
半
ば
に
発
明
さ
れ
、
密

閉
性
が
高
い
こ
と
か
ら
家
庭
用
の

食
品
保
存
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
名
前
は
発
明
し
た
ブ
リ
キ
職

人
の
ジ
ョ
ン
・
ラ
ン
デ
ィ
ス
・
メ

イ
ソ
ン
に
由
来
し
ま
す
。

　

近
年
、
ア
メ
リ
カ
の
飲
食
店
が

ね
じ
ぶ
た
に
ス
ト
ロ
ー
の
挿
し
口

を
つ
け
食
器
と
し
て
利
用
す
る
と
、

人
気
が
沸
騰
。
商
品
化
さ
れ
た
も

の
が
日
本
で
も
出
回
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

ス
ム
ー
ジ
ー
（
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

状
の
飲
み
物
）
な
ど
の
飲
料
の
携

帯
用
と
し
て
も
、
ピ
ク
ル
ス
や
サ

ラ
ダ
な
ど
の
保
存
容
器
と
し
て
も

使
え
ま
す
。
作
り
お
き
し
た
サ
ラ

ダ
を
入
れ
て
楽
し
む
「
ジ
ャ
ー
サ

ラ
ダ
」
と
い
う
用
語
も
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
な

い
デ
モ
の
こ
と
で
す
。
プ
ラ
カ
ー

ド
な
ど
を
掲
げ
て
路
上
に
立
ち
、

通
行
人
に
静
か
に
抗
議
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
す
。

　

イ
ラ
ク
で
の
邦
人
人
質
殺
害
事

件
（
今
年
２
月
）
の
際
、
宗
教
者

ら
が
首
相
官
邸
前
で
実
施
。
作
家

の
澤
地
久
枝
さ
ん
が
呼
び
か
け
、

全
国
各
地
で
「
ア
ベ
政
治
を
許
さ

な
い
」
と
い
う
意
志
を
示
す
行
動

（
７
月
）
に
続
き
、
８
月
に
は
戦

争
法
案
に
反
対
す
る
た
め
創
価
学

会
本
部
前
な
ど
で
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

声
を
あ
げ
な
が
ら
道
路
を
歩
く

の
は
恥
ず
か
し
い
と
い
う
人
や
、

体
力
が
な
い
高
齢
者
、
子
ど
も
連

れ
の
母
親
、
障
害
が
あ
る
人
が
取

り
組
み
や
す
い
行
動
で
す
。


